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１．はじめに 

自然の風景を見るとほっとする、都市にいると疲

れる、くらくらする、逆に元気が出るなど、人が

置かれた環境下でいくつかの感じ方をするが、今

回は色座標の連続性を着目点に、画像を構成する

色の評価を試みた。 
 
２．複数の色を発するもの 

メタリックなどの自動車塗装色は、受光角度に

よ っ て 異 な る 色 が 得 ら れ る 。（ 図 １ ）

 
[図１：マルチアングル測色による角度-反射量] 
 
同彩度の明度変化と単純に決めつけがちだが、

複数観測される色座標は明暗や影を含め一つの

連続した反射光量の変化によるものである。 
 一つの反射特性を持つ物体として認識してい

るのではないかと考えた。 
 

３．田園と都市の画像 
青空と山と水の青、そして樹と田んぼの草の緑

だけで構成されている田園風景の色をピックア

ップしてみると、それぞれを並べてみても自然な

グラデーションを感じる。（図２） 
新宿南口もは青・黄・赤・緑・オレンジと様々

な看板が雑居ビルにかかっている。（図３） 
複数の色相の異なる色を同時に見ると刺激が

強いのは周知の事実である。人によっては疲れを

感じる方もいらっしゃるかもしれない。 
鎌倉には落ち着いた雰囲気の邸宅が残ってい

て、壁と門と瓦で落ち着いた色を感じる。（図４） 

 
[図２：蓼科の田園風景（写真提供：林英光）] 
 

 
[図３：新宿南口にて（筆者撮影）] 

 

 
[図４：北鎌倉邸宅のお正月（筆者撮影）] 

風景画像から取り出したグラデーションと色座標連続性

Landscape images make Gradation and continuous curve of 
Trichromatic value. 
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４．三刺激値変換と田園画像の連続性 
画像の色情報を得るには様々な手法が考えら

れるが、今回は便宜的に PhotoShop の Lab を

L*a*b* とみなしD50相当でXYZに変換したもの

で試行することにし、横軸に L*、縦軸に XYZ を

プロットしそれぞれの関係を確認した。（図５） 

   
[図 5：田園風景の色座標の並びと適合曲線] 
 
明度 L*定義式 [L*=116＊(Y/Y0)1/3-16]にあるよ

うに、Y は L*に対し 3 乗の曲線を描く。 
図２の田園風景では、ＸはＹのやや下に若干曲

りの大きな曲線１本に沿って並び、Ｚは空と草で

分ければ 2本の曲線に沿って色を表す各座標が並

んでいることがわかる。 
近似式の作製は L*定義式に倣い、べき乗数を含

む４つのパラメーターで定める近似式を使った。

線との乖離平均は、Y は 0、X は 0.6、Z(空成分)
は 3.3 とやや大きいが、Z(草成分)は 0.5 と小さい。

（表１） 

 
[表１：田園風景の曲線係数と乖離量] 
 
空の青と山影や水の青を同一傾向とみなすに

はべき乗曲線は適さないのかもしれない。 

 
 図４の邸宅の風景も同様に XYZ 変換し、曲線

に乗るか確認をしてみた。赤味をおびた茶色と緑

の部分が乖離してはいるが、ほぼ線に乗っている

とみなせる。 

 
[図６：田園風景の色座標の並びと適合曲線] 
 

 
[表 2：北鎌倉邸宅の曲線係数と乖離量] 
 

５．都市画像の不連続性 
図３の新宿南口の画像の色は青・黄・赤・緑・

オレンジと様々な看板があり、少ないチャンネル

では曲線と座標との乖離が大きく「ガタガタ」な

線となる。（図７） 
乖離平均は X で 2.5、Z(青以外)で 4.7 となって

いる。青系は 2 点しか色をピックアップしていな

かったので直線で結んだ形になり 0になってしま

っている。（表３） 
 

６．チャンネル増加による連続性改善 
 新宿南口の看板の色は、元々違う人工物であ

り、田や草や山影とは異なり一体に認識できるも

のとするのは無理があった。 
ガタガタの線になるのを防ぐため、さらに分け

て多くの線を定義した。
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[図７：新宿南口の色座標のガタガタな並び] 
 

 
[表３：新宿南口の曲線係数と乖離量] 

 
X を 1 本→2 本、Z を 2 本→3 本と増やすこと

でスムーズな線を引くことができた。（図８）。 
線に対する乖離量も小さくなった。（表４） 

  
７．錐体分光感度 LMS への変換 
 XYZ から Smith and Pokorny の変換式を使っ

て、新宿西口の色情報を錐体分光感度 LMS に変

換した。 
 三刺激値ではＸの乖離が大きく曲線を二本規

定したのに対し、ＬとＭでそれぞれ 1 本づつの線

に適合しているように見える。 
また線の並びは直線に近くなっている。（図９） 
付け加えると、線との乖離量も小さくなっている。 
（表５） 
 
８．今後の予定 
 チャンネルを増やせば増やすほど線は増え、雑

多になっていくのは、画像の印象を表す要因の一

つになっているのだろうか。 
 今後は、チャンネルの多さもしくは乖離の少な

さを心理評価と関連付けて、客観的な指標となる

か検証してみたいと考えている。 

 
[図８：新宿南口の色座標の並びと６つの曲線] 
 

 
[表４：多チャンネル化し乖離を減らした例] 
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[表５：LMS 変換での曲線係数と乖離量] 

[図９：LMS 変換での色座標と５つの曲線] 

L M S1(黄) S2(灰) S3(青)
ave(ABS) 0.5 0.5 0.5 0.1 0.0
最少２乗 2.38 2.38 1.63 0.36 0.00

K1 37.70 43.99 34.20 100.66 127.49
K2 0.00 0.01 0.00 35.06 15.14
K3 56.36 125.64 201.56 115.15 71.57
K4 0.97 1.07 0.84 2.91 1.96
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